




A study on lifestyle and bone density of local residents of  
Hachinohe （Part 2）
──Association between lifestyle and Stiffness of middle-aged women──
岩織美保子　　　三浦　広美　　　小笠原みや子　　　下川原久子
要約　住民の生活習慣と骨密度との関係を明らかにし、今後の骨粗鬆症予防のための
基礎資料を得ることを目的に、40 ～ 79 歳の中高年女性を対象に骨密度測定および骨
粗鬆症に対する認識や生活習慣に関する質問紙調査を行った。その結果 95% の人は
骨粗鬆症について知っており予防の必要性を感じていた。また加齢と共に Stiffness




齢化率は平成 25 年度1）には 25.1% に達し、



































平成 24 年 9 月と平成 25 年 9 月に八戸市
A 地区の公民館祭りの骨密度測定ブースを
訪れた住民で、質問紙調査に協力の得られた








of sound : SOS）とその際に超音波が減衰す
る 程 度（ 超 音 波 減 衰 率 broadband ultra-
sound attenuation : BUA）を測定し、これ
















分析は統計ソフト SPSS Ver.21 を使用し
























回収数は、150 部（平成 24 年 88 部、平成
25 年 62 部）で、有効回答数 119 部（平成 24
年 74 部、平成 25 年 45 部）で有効回答率
79.3% であった。
対象者は 40 歳～79 歳まで、平均 59.8 歳（SD
＝ 10.8）であった。年齢層は 60 歳代が一番
多く、次いで 40 歳代、70 歳代、50 歳台の順
であった。（表 1）
身長は平均 155.3 cm（SD=5.9）、体重は平




年齢（歳） 59.8 ± 10.8
身長（cm） 155.3 ± 5.9
体重（Kg） 55.2 ± 8.3
BMI 22.9 ± 3.5
stiffness 値 79.7 ± 15.7




40 歳代 32 26.9%
50 歳代 19 16.0%
60 歳代 46 38.7%







年齢における stiffness の分布は図 1 のと
おりである。年齢と Stiffness の関連は、相
関係数 r ＝－ 0.649 で、負の相関を示した。
また、日本での骨粗鬆症の診断基準である
YAM（Yong　adult　mean）値は、80% 以
上の健常群は 71 名（59.7%）、70～80% 未満
の注意群は 30 名（25.2%）、70% 未満の低骨
密度群は 18 名（15.1%）であった。（表 3）
　3.　BMI と Stiffness


















年齢カテゴリ YAM ≧ 80% 80%>YAM>70% 70% ≧ YAM 合計人数 YAM 平均値
40 ～ 49 歳 30（93.8） 1（3.1） 1（3.1） 32（100） 104.34
50 ～ 59 歳 16（84.2） 3（15.8） 0（0） 19（100） 88.74
60 ～ 69 歳 20（43.5） 14（30.4） 12（26.1） 46（100） 80.50
70 ～ 79 歳 5（22.7） 12（54.5） 5（22.7） 22（100） 74.14







人数 割合 人数 割合
1.　骨粗しょう症という病気を知っている 113 95.0%  6  5.0% 119 100%
2.　骨粗しょう症になるかもしれないという不安はある 100 84.0% 19 16.0% 119 100%
3.　骨粗しょう症を予防しなければならないと思う 115 96.6%  4  3.4% 119 100%
表5　健康暦・生活習慣とStiffness との関連
n＝119






78.3 ± 15.5 84.4 ± 15.7 －1.836 0.690 
2.　骨折の経験はありますか。　
ある（24） ない（95）












75.8 ± 13.5 82.1 ± 16.6 －2.142 0.034 ＊
6.　 牛乳（コップ 1 杯程度）又はヨーグルト
（100 g 程度）または（チーズ 20 g 程度）
を毎日とっていますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
はい（84） いいえ（35）




76.3 ± 16.4 80,9 ± 15.4 －1.402 0.160 
8.　 インスタント食品を週 2 回以上とります
か。　　　　　　　　
はい（15） いいえ（104）





91.7 ± 17.0 77.2 ± 14.3 4.11 0.000 ＊＊
10.　 アルコール（日本酒 1 合またはワイング
ラス 2 杯またはビール中瓶 1 本）を週 3
回以上飲みますか。　
飲む（21） 飲まない（98）
83.4 ± 15.3 79.0 ± 15.8 1.163 0.247 
11.　閉経していますか。　　　　　　　
はい（85） いいえ（34）
74.3 ± 12.2 93.5 ± 15.4 －7.194 0.000 ＊＊
12.　3 回以上出産していますか。　　　　　　　　　
はい（37） いいえ（81）
77.2 ± 14.5 81.0 ± 16.2 －1.232 0.220 







































日本酒 1 合またはワイングラス 2 杯、また
はビール中瓶 1 本程度の週 3 回以上摂取の有
無と Stiffness の関連は認められなかった。
11）　閉経の有無
閉 経 の 有 無 と、Stiffness の 間 で は、
















は約半数、70 歳代が 77% の人が 80% 未満で
あり、骨粗鬆症の疑いがもたれた。
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